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・指導の下で安全な看護ができる。 

・組織の一員であることを自覚し、施設を利用する全ての人、

協働する全ての仲間に丁寧な対応ができる。 

・地域における自施設の機能を理解できる。 

・地域医療および地域包括ケアのチームの一員として看護

職に求められる役割を考え行動につなげることができる。 

 

JCHOの 

看護職クリニカルラダー

のモデルは 
 
●地域住民の生活支援がで

きる技能を持った看護職の育

成 

●地域住民、医療・介護チー

ムに求められる看護職の育成 
 

を大事にしています。 

JCHOのミッション・看護の理念 

に基づく統合的な目標 

・地域医療および地域包括ケアのチームの一員として、患

者および家族、地域の人々の生活上のニーズに応えるた

めに積極的に問題解決に参画できる。 

・患者および家族の地域における生活上のニーズを把握

し、医療者のニーズと統合したケアを提供するためにリー

ダーシップが発揮できる。 

・地域関連施設と連携を図り、ケアを継続できる。 

・患者および家族の地域における生活上のニーズを

把握し、医療者のニーズと統合したケアを提供する実

践モデルとして行動できる。 

専門的スキル チーム医療や

人間関係を構

築・維持するス

キル 

知識や情報を

体系化するス

キル  

☆ 看護職自身の成長ステップの目安 

☆ 成長をサポートする組織の責任の明確化および教育の検討材

☆ 他職種が客観的に見てわかる看護職のレベルのPR 

☆ 組織が成長を承認するためのツール 

何に活用するの？ 

特徴は？ 

☆ 看護師、助産師、保健師教育で学んできたベースを伸ばし活用

できるように、実践・技能の要素を３職種それぞれで明確にしていま

●臨床実践家としての更なる向上の道 

●看護管理者の道 

●教育者の道 

http://imagenavi.jp/search/detail.asp?id=31862459

